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１． はじめに 

 パーソントリップ調査（以下，PT）は都市交通計画

の基幹調査である．しかし PT 調査は，抽出率が低く調

査間隔が長いという特性があるため，新型コロナなどの

急激な旅客交通需要の変化を捉えられない．そこで近年，

時空間解像度と抽出率が高く，速報性を有する携帯電話

位置情報を利用したモバイル空間統計（以下，モバ空）

が注目されている．これまでに同データを PT と補完に

利用する試みは続けられてきたが，具体的な補完方法１）

はいまだ模索中である．本研究では，PT から得られる

トリップチェインに着目してモバ空を参照して再付与す

ることで両データの利用を試みる．具体的には PT から

取得されたトリップチェインの拡大係数をモバ空で取得

されている周辺分布に合致するように算出することで，

PTとモバ空の相補完的な利用可能性を検討する． 

２． 使用データの概要とデータ形式の統一 

 PT の主な調査項目は，対象者の 1 日の移動と活動内

容であり，付帯情報として，対象者の性別，年齢，通

勤・通学先などの個人属性である．  

モバ空は，NTT ドコモが開発した携帯電話利用者の

位置情報から各地点の滞在者数の時空間分布を推定した

携帯電話人口分布統計である．1 時間ごとに滞在人数を，

24 時間 365 日把握できる．その空間解像度は 4 次メッ

シュ（500m）であり，時間解像度は 1時間である．  

PT とモバ空を照合して，両データの異同を明らかに

するためには，両データで共通して観測された年齢及び

性別の個人属性と時空間解像度について属性データ形式

を統一する必要がある．個人属性は，推計対象とする年

齢層が 10代と 70代の 2区分であり，性別 2区分と合わ

せて 4区分である．時間は解像度の低いモバ空のフォー

マットに合わせて，1 時間とする．空間は解像度の低い

PTフォーマットに合わせて，Cゾーンとする． 

３． 重回帰分析における変数設定 

 PT では，トリップ回数が 2～4 回である対象者のトリ

ップチェインのうち，自宅に発着するラウンドトリップ

を分析対象とする．トリップチェインとは 1日の中で，

ある基点から始まり同一の基点で終了する一連のトリッ

プのことである．すなわちトリップチェインを理解する

にあたって滞在と移動の情報は重要である．しかし PT

には移動開始・終了時刻や場所などの情報はあるが，経

路上の各地点の移動時刻が記録されていない．そのため

本研究では，移動情報を用いて得られる滞在ゾーン（場

所）にのみ着目する．ここでは簡単なため，時間帯区分

は 6としたとき，それぞれの時間帯 kについて，一区分

当たり（4 時間）に対する，時間帯 k でゾーンｇで観測

される滞在人数の割合を図１で表す．ある人（n さん）
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約により𝑃は，同一または類似したトリップパターンを
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線性の原因となるため，コサイン類似度で設定した閾値
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４． 結果 

 表 4.1 では，個人属性別の決定係数を示す．同表より

4つの個人属性について，0.90以上の決定係数を示すこ 
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とがわかる．すなわち，PT から得られるトリップパタ

ーンの組み合わせによって，モバ空の滞在人数をおお

よそ把握できたと考えられる．年代によって決定係数

の値に少し差はあるが，男女間において決定係数の違

いはあまり見られない．決定係数が高い理由の一つと

して，説明変数の数が多いことが考えられる．また重

回帰分析の係数はモバ空の滞在人数を再現するための

トリップチェインの重みを表す．つまり，2012 年に実

施した PT のトリップチェインのパターンが 2019 年の

モバ空データにどの程度組み込まれていたのかを表す

拡大係数と解釈できる．図 2 における 10 代男性の重回

帰分析の拡大係数分布について，注目すべき特徴は 2

点ある．１点目は，どの個人属性にも拡大係数が 0 で

ある値のトリップチェインが最も多い点である．拡大

係数の値が 0 というのは，時点間による変化の影響か

ら PT 取得時点のトリップパターンが変化した可能性

がある．2 点目は，そのトリップチェインの拡大係数

は概ね 0～100 に分布している点である．すなわち，

一人の人が最大 100 人を代表することを表している．

次に図 3 に 10 で用いられる拡大係数と左図で本研究で

推計した拡大係数を用いて集中交通量を推定した．主

に，2 点の特徴があげられる．1 点目は，どちらも熊本

市を中心に交通量が集中している点である．年次の違

いにより学校の位置は大きく変化しないため，通学目

的で熊本市中心に人が集まることは正しいと考えられ

る．2 点目は，拡大係数を用いて表した人数には，現

実の人数が表されているにもかかわらず，実際の人数

が大幅に違う点である．トリップパターンを考慮する

際に，対象地域外を移動するトリップパターンを説明

変数に加えて類似度を求めたにもかかわらず，重回帰

分析時に，対象地域外の目的変数を除去したことが原

因で，拡大係数を用いて集中交通量を推計する際に，

拡大係数のずれが生じて，実際の人数にずれが起きた

ことが考えられる． 

５． 結論 

PT 得られるトリップパターンを説明変数にモバ空か

ら得られる滞在人数を目的変数に設定した重回帰分析

を行った結果，決定係数が高いことがわかった．PT か

ら得られるトリップパターンの組み合わせによって，

モバ空の滞在人数をおおよそ把握できたといえる．し

たがって，PT の主な調査項目である交通手段や移動目

的や個人属性を付加できると考えられる．また分布の

中で最も多い拡大係数 0 に着目する必要がある．拡大

係数の値が 0 ということは，PT から得られるトリップ

チェインが示すトリップパターンがモバ空上では観測

されないことを示す．つまり時点間変化などによりト

リップパターンが変化したことが考えられる．

図 1 滞在人数の割合の考え方 

表１ 個人属性別の決定係数 

図 2 10 代男：拡大係数分布 

図 3 通学目的の集中交通量の再現率 
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